第151回東京医科大学医学会総会 by unknown
一　373　一
東医大誌　61（4）：373－401，2003
第151回東京医科大学医学会総会
日　時：平成15年6月7日（土）午前ll時より
会場：東京医科大学病院臨床講堂（6階）
　　　　　東京医科大学病院第一・・第二・第三会議室
当番教室：薬理学講座，内科学第四講座
一般演題：展示PA－1～PA－21，　PB－22～PB－43，　PC－44～PC－61
一般演題
PA－1．
肺癌患者末梢リンパ球におけるチトクローム系
代謝酵素の発現解析
患者に比べて有意に高かった。
【結論】末梢血リンパ球のCYPIAl，　CYP4Bl，　CYP2C
発現増加が肺癌患者に認められ、各種発癌物質の代謝
と関係する可能性が示唆された。
（東京医科大学大学院第四学年）
○アウテ　イデリス
（外科学第一）
　中村　治彦、佐治
　川崎　徳仁、萩原
　加藤　治文
久、坪井　正博
優、緒方　昭彦
【目的】タバコの煙中のベンツピレン、NNKなどの発
癌物質はチトクローム系代謝酵素により代謝され、強
い発癌物質に変わった後DNAを障害して肺癌を発
生させると推測されている。末梢リンパ球におけるこ
れら酵素の発現解析を行った。
【対象と方法】肺癌患者30例、健常者30例を対象と
した。末梢血リンパ球由来のRNAを抽出し、　competi－
tive　RT－PCR法を用いて計8種類のチトクローム系代
謝酵素のmRNA発現量を測定した。
【結果】肺癌患者と肺癌喫煙患者のCYPIAI，
CYP4Bl，　CYP2C各mRNA発現は健常者と健常喫煙
者に比べて有意に高かった。一方、健常者と健常喫煙
者のCYP2D6，　CYP2El発現は肺癌患者と肺癌喫煙
PA－2．
肺小細胞癌細胞株に対するビタミンK2による
アポトーシスの誘導とimatinib　mesylateとの
併用によるアポトーシス誘導増強効果
（内科学第一）
○横山　智央、宮澤
　春日　郁馬、後藤
　大屋敷一馬
啓介、吉田　　剛
明彦、青島　正大
【目的】我々は既にビタミンK2（manaquinone－4＝以
下VK2）が白血病細胞に対して効率よくアポトーシ
スを誘導することを報告してきた。また、急性白血病
や骨髄異形成症候群の患者にけるVK2の有効性が報
告されている。今回、非小細胞性肺癌細胞株（IA－LM，
Lu－AI，　Lu－1／sq，　Pc－14，　ccL－185）に対するvK2の
アポトーシス誘導効果及び肺小細胞癌（SCLC）株
（LU－139，　LU－130，　NCI－H　128）に対するimatinib
mesylate（Glivec⑪）との併用効果について検討した。
※印は平成14年度東京医科大学研究助成金による研究報告
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